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第 63 回東海地区国立高等専門学校体育大会の主管校を代表して、一言、ご挨拶申し

上げます。 

昭和 38 年に豊田高専を会場に第 1 回大会が開催されて以来、活発な活動を続けてき

た本体育大会は、本年で 63 回目を迎え、歴史の重みを強く感じているところです。  

本大会もこれまでと同様、競技は鳥羽、豊田、沼津、鈴鹿の各高等専門学校のご協力

のもとに運営されます。6 月 21 日(土)のバトミントン競技と弓道競技を皮切りに、11

月 8 日(土)のラグビーフットボール競技まで、16 種目が 5 地区の競技場において繰り

広げられます。各高等専門学校のチームが、日ごろの練習の成果を十分に発揮し、スポ

ーツパーソンシップに則り、正々堂々と競い合うことはもちろんのこと、この機会を活

用し、お互いの交流を深めることを強く願います。 

さて、現在、国立高等専門学校は、第 5 期中期目標期間の 2 年目に入り、社会・経済

構造の変化、技術の高度化、社会・産業・地域ニーズの変化等の高専を取り巻く環境の

変化を踏まえ、高等専門学校教育の高度化・国際化を進め、社会の諸課題に自律的に立

ち向かう人の育成に取り組んでおります。教育の高度化・国際化の深化には、スポーツ

面からのアプローチも大きな力となっています。身体面からの強化はもちろんのこと、

仲間との練習や協働作業、試合に向けた準備や運営などを通じて、コミュニケーション

カ、マネジメントカ、チャレンジ精神あるいは柔軟な発想力なども育成されるものと確

信しています。 

最後になりましたが、本地区大会を開催するに当たり、事前準備、会場設営、大会運

営等に多大なご尽力を賜りました関係各協会、諸団体ならびに関係者各位に心より感謝

申し上げます。 
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弓 道 競 技 要 項 
 

期  日 令和 7 年 6 月 21 日(土) 

       （監督者会議・開会式・矢渡しは前日（金）に行う） 

       （全国高等専門学校弓道大会東海・北陸地区予選を兼ねる） 

 

会  場 豊田市運動公園 弓道場 

 住所：〒470-0376 豊田市 愛知県豊田市高町東山４－９７ 

 電話：0564-54-855 

 

開会式  大会前日(金) １６：００ 

 

競技開始時刻 大会当日(土) ９：３０ 

 

閉会式 大会当日(土) １５：３０（競技終了後直ちに） 

 

チーム人員  監督１名，コ－チ１名，マネージャ１名，選手１８名，計２１名以内とする。 

競技方法 

(1) 競技規則は，(公財)全日本弓道連盟規則による。 

(2) ３６ｃｍ霞的による近的競技とする。 

(3) 選手は各校１８名以内をもって編成し，男子５名ずつでＡ，Ｂの２グループに，女子

３名でＣの１グループに，残り５名以内でＤの１グループにそれぞれ分け，計１８名

以内で競技を行う。 

(4) 事前に設定された登録締切日以後の登録選手の変更については，試合前日の監督者会

議までに「登録選手変更用紙」を提出することにより行う。 

(5) 試合中におけるＤからＡ，ＢまたはＣへの選手変更は四ツ矢毎で可とするが，同一チ

ーム（Ａ，Ｂ，Ｃ）内で立ち順を変更すること、およびＡとＢとの間での選手変更は

禁止する。 

(6) 競技は坐射にて，１人１２射（４射３回）とし，Ａ，Ｂグループの立ちは１０分，Ｃ

グループの立ちは７分 30 秒で射終わること。３０秒前に１鈴を，制限時間で２鈴を

鳴らし，その後に離れた矢は団体戦において無効となるが，これをもってあてる個人

戦の成績においては有効とする。その他事故等があった場合は，審判長の指示および

判断に従うものとする。 

(7) 立ち順は，前年度の監督者会議で決定した順番とする。 

(8) 矢は四ツ矢を用い，同一組内での弓の共同使用は認めない。 

(9) 団体成績 

① 各校の登録選手における的中数上位１０名の総的中数をもって競う。 

② ①において各校が同的中数の場合は，以下により順位付けを行う。 

 ⅰ.  各校における全登録選手の平均的中数の上位 

ⅱ. ⅰ.が同数の場合，全国高等専門学校弓道大会東海・北陸地区予選における男

子団体の部の順位の上位 

(10) 個人成績 

① 団体戦の個人成績をもってこれにあてる。 

② ①において各人が同的中数の場合は，優勝決定戦については１人１射の射詰を

再度行い，勝敗の決するまで続けるものとする。順位決定戦については，１人

１射による遠近法とする。 
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表  彰 

(1) 団体の優勝校に優勝杯と賞状，準優勝校に賞状を授与する。 

(2) 男女それぞれ個人の優勝，準優勝，第３位に賞状を授与する。 

 

スケジュール 

大会前日(金) １３：３０～１５：００ 公開練習（１校あたり１射場で４０分） 

 １５：１０～１５：５０ 監督者会議 

 １６：００～１６：１５ 開会式 

 １６：２０～１６：４０ 矢渡し（世話校） 

大会当日(土) ０８：４５ 開場 

 ０９：３０～１４：００ 競技（昼食休憩を含む） 

 １４：１５～ 順位決定戦 

 １５：３０～１６：００ 閉会式 

 １６：００ 全日程終了 

 

4



第12回全国高等専門学校弓道大会 東海・北陸地区予選実施要項 
 

期  日  令和7年6月21日(土) 
  （東海地区国立高等専門学校体育大会弓道競技を兼ねる） 
 
会  場  豊田市運動公園弓道場 

住所：愛知県豊田市高町東山４－９７ 
電話：0565-45-4855 
 

競技種目  男子団体の部，女子団体の部，男子個人の部，女子個人の部 
 
参加人員  男子団体の部は，１校Ａ，Ｂの２チーム以内（１チーム５名，男女混成は不可） 

女子団体の部は，１校１チーム以内（１チーム３名） 
男子個人の部および女子個人の部は，団体の部出場者の他に１校５名以内 
 

競技方法  
① 競技規則は，全日本弓道連盟規則による。 
② ３６㎝霞的による近的競技とする。 
③ 立ち順は，前年度の監督者会議で決定した順番とし，団体戦に続いて個人戦を行う。 
④ 団体戦の競技時間は，男子は１０分以内，女子は７分３０秒以内で射終わること。３０秒前に１鈴，

制限時間で２鈴を鳴らし，その後に離れた矢は団体戦において無効となるが，これをもってあてる

個人戦の成績においては有効とする。 
⑤ 男子団体の部は，１チーム５名（５人立２射場）とし，競技は坐射にて各自１２射（４射３回），

１チーム６０射で的中数をもって競う。同中チームのある場合は，優勝および準優勝決定戦につい

て射詰めで順位決定する。 
⑥ 女子団体の部は，１チーム３名（３人立２射場）とし，競技は坐射にて各自１２射（４射３回），

１チーム３６射で的中数をもって競う。同中チームのある場合は，優勝および準優勝決定戦につい

て射詰めで順位決定する。 
⑦ 男子個人の部および女子個人の部は，坐射にて各自１２射（４射３回）とする。ただし，男子団体

の部および女子団体の部の出場者にあっては，その成績をもってこれにあてる。同中者のある場合

は，優勝決定戦については射詰めで順位決定する。準優勝および第三位決定は遠近法とする。 
⑧ 試合前の登録選手の変更は、監督者会議に提出されたものを正式とする。また、登録選手によるチ

ーム編成と個々の立ち順についても、監督者会議に提出されたものを正式とする。 
⑨ 試合中の選手変更は，登録者に限り四ツ矢毎とし，以下の規則に従う。 

ａ．試合中の登録選手間の入れ替え 
（１）男子団体Ａ・男子団体Ｂのいずれかの選手と男子個人の部の選手を入れ替えることがで

きる。 
（２）女子団体のいずれかの選手と女子個人の部の選手を入れ替えることができる。 

ｂ．試合中の選手変更における禁止事項 
（１）同一チーム（男子団体Ａ・男子団体Ｂ・女子団体）内で立ち順を変更すること。 
（２）男子団体Ａと男子団体Ｂとの間での選手変更をすること。 

 
表  彰  男子団体の部および女子団体の部は優勝および準優勝，男子個人の部および女子個人の部

は１～３位までを表彰する。 
 

全国高等専門学校弓道大会への出場権獲得条件 
① 男子団体の部および女子団体の部の優勝チームが所属する学校に，それぞれ全国高等専門学校選抜

弓道大会男子団体戦および女子団体戦への出場権を与える。 
② 男子個人の部および女子個人の部の優勝および準優勝者に，それぞれ全国高等専門学校選抜弓道大

会男子個人戦および女子個人戦への出場権を与える。 
③ ①および②で出場権が得られなかった学校は，１名（男女いずれか）に限り，監督推薦により，全

国高等専門学校選抜弓道大会個人戦への出場が認められることがある。ただし，推薦対象選手につ

いて，男子は８中，女子は７中を最低基準とする。 
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競 技 委 員 長

競 技 場 主 任

審 判 長

審 判 員

競 技 補 助 員

飯 島 和 人 早 坂 太 一 勝 俣 安 伸 篠 﨑 由 紀 子

南 部 紘 一 郎 白 田 太 小 柳 出 訓 実

黒 石 翔 大 川 颯 葵 小 川 み つ き

チーム 学年 学科 氏名 チーム 学年 学科 氏名 チーム 学年 学科 氏名 チーム 学年 学科 氏名

3 E 三 浦 隼 2 C 佐 藤 鵬 文 4 S 三 宅 開 4 C 大 西 俊 太 朗

3 S 亀 井 天 2 A 久 保 大 和 1 S 望 月 武 瑠 3 C 中 川 宗 亮

2 M 西 地 宥 人 1 M 成 田 尚 睦 2 D 五 島 啓 輔 5 C 泉 雄 太

3 C 松 本 悠 2 E 矢 冨 稜 磨 3 C 浅 井 智 貴 5 M 藤 井 瞭

2 E 樋 口 蒼 逢 3 E 川 村 勇 人 4 D 酒 井 理 来 2 E 丸 山 皓 世

4 E 野 田 和 希 2 M 新 庄 蒼 太 4 S 根 本 瀬 名 3 C 酒 井 康 成

3 E 菊 本 涼 介 2 I 松 本 和 樹 2 S 白 取 希 逢

4 E 落 合 裕 都 2 E 小 川 悠 斗 2 C 峰 村 亮 多

4 E 京 極 元 希 3 E 木 下 皓 太 郎 3 C 舛 田 朝 陽

3 S 篠 原 佑 真 4 I 志 比 田 悠 翔 2 C 皆 川 玲 陽

5 S 平 木 鳳 4 E 河 村 美 来 4 S 大 津 亜 果 莉 3 C 佐 伯 希 幸

2 C 白 川 楓 2 C 村 松 美 果 3 D 酒 井 都 初 2 C 高 野 ま な み

4 E 西 口 音 愛 4 E 村 瀨 千 桜 4 S 栗 原 実 珠 3 E 松 下 心 暖

3 I 塩 尻 真 子 2 A 河 辺 啓 汰 2 D 夏 目 美 月 2 C 松 岡 綾 乃

3 S 加 藤 心 優 2 I 山 本 琉 介 4 C 戸 塚 菜 乃 葉 4 C 松 田 明 香 里

3 S 木 村 詩 音 4 E 坂 本 胡 桃 3 E 兵 頭 怜 4 C 和 田 紋 芽

4 C 瓜 生 彩 乃 4 I 沼 口 心 結 2 C 小 林 夢 羽 3 C 西 嶋 菜 優

3 S 伊 藤 湧 一 3 I 飯 田 光 咲 2 D 黒 木 菜 瑠 実 4 C 早 川 結 萌

M M M M

E E E E

I I D C

C C S Ｉ

S A C Ｋ

Ｓ

B
 
チ
 
ー

 
ム

A
 
チ
 
ー

 
ム

B
 
チ
 
ー

 
ム

A
 
チ
 
ー

 
ム

選 手 名

A
 
チ
 
ー

 
ム

B
 
チ
 
ー

 
ム

B
 
チ
 
ー

 
ム

A
 
チ
 
ー

 
ム

富 山 （ 本 郷 ） 高 等 専 門 学 校沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校

コーチ

マネージャー

監　督

コーチ

マネージャー

豊田工業高等専門学校　副校長　早坂　太一

豊田工業高等専門学校　弓道部顧問　白田　太

豊田市弓道連盟　教士　六段　坂井　和弘

豊田工業高等専門学校　弓道部員

豊田市弓道連盟　錬士　五段　尾崎　聡子

豊田市弓道連盟　五段　立石　夏紀

競 技 役 員

C
チ
ー

ム

D
 
チ
 
ー

 
ム

C
チ
ー

ム

D
 
チ
 
ー

 
ム

C
チ
ー

ム

D
 
チ
 
ー

 
ム

C
チ
ー

ム

D
 
チ
 
ー

 
ム

監　督

コーチ

マネージャー

監　督

コーチ

マネージャー

監　督

機械工学科

電気電子工学科

電子情報工学科

生物応用化学科

材料工学科

機械工学科

電気・電子システム工学科

情報工学科

環境都市工学科

建築学科

機械工学科

電気電子工学科

電子制御工学科

制御情報工学科

物質工学科

機械システム工学科

電気制御システム工学科

物質化学工学科

国際ビジネス学科

商船学科

電子情報工学科
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総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

伊
藤
　
湧
一

瓜
生
　
彩
乃

木
村
　
詩
音

加
藤
　
心
優

塩
尻
　
真
子

西
口
　
音
愛

白
川
　
楓

平
木
　
鳳

篠
原
　
佑
真

京
極
　
元
希

落
合
　
裕
都

菊
本
　
涼
介

野
田
　
和
希

樋
口
　
蒼
逢

松
本
　
悠

西
地
　
宥
人

亀
井
　
天

三
浦
　
隼

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

学校名

総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

飯
田
　
光
咲

沼
口
　
心
結

坂
本
　
胡
桃

山
本
　
琉
介

河
辺
　
啓
汰

村
瀨
　
千
桜

村
松
　
美
果

河
村
　
美
来

志
比
田
　
悠
翔

木
下
　
皓
太
郎

小
川
　
悠
斗

松
本
　
和
樹

新
庄
　
蒼
太

川
村
　
勇
人

矢
冨
　
稜
磨

成
田
　
尚
睦

久
保
　
大
和

佐
藤
　
鵬
文

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

学校名

D
 

チ
 
ー
 
ム

C
 

チ
 
ー
 
ム

B
 

チ
 
ー
 
ム

A
 

チ
 
ー
 
ム

射

的

内

容

氏

名

鈴　鹿　工　業　高　専　

氏

名

豊　田　工　業　高　専　

D
 

チ
 
ー
 
ム

C
 

チ
 
ー
 
ム

B
 

チ
 
ー
 
ム

A
 

チ
 
ー
 
ム

射

的

内

容
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総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

黒
木
　
菜
瑠
実

小
林
　
夢
羽

兵
頭
　
怜

戸
塚
　
菜
乃
葉

夏
目
　
美
月

栗
原
　
実
珠

酒
井
　
都
初

大
津
　
亜
果
莉

皆
川
　
玲
陽

舛
田
　
朝
陽

峰
村
　
亮
多

白
鳥
　
希
逢

根
本
　
瀬
名

酒
井
　
理
来

浅
井
　
智
貴

五
島
　
啓
輔

望
月
　
武
瑠

三
宅
　
開

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

学校名

総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

早
川
　
結
萌

西
嶋
　
菜
優

和
田
　
紋
芽

松
田
　
明
香
里

松
岡
　
綾
乃

松
下
　
心
暖

高
野
　
ま
な
み

佐
伯
　
希
幸

酒
井
　
康
成

丸
山
　
皓
世

藤
井
　
瞭

泉
　
雄
太

中
川
　
宗
亮

大
西
　
俊
太
朗

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

学校名

D
 

チ
 
ー
 
ム

C
 

チ
 
ー
 
ム

B
 

チ
 
ー
 
ム

A
 

チ
 
ー
 
ム

射

的

内

容

氏

名

射

的

内

容

氏

名

富　山　高　専　

沼　津　工　業　高　専　

D
 

チ
 
ー
 
ム

C
 

チ
 
ー
 
ム

B
 

チ
 
ー
 
ム

A
 

チ
 
ー
 
ム
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【会場周辺図】 

 

 

 

 

 

 

 豊田市運動公園 

 愛知県豊田市高町東山４―９７ 

弓道会場 

駐車場 

体育館（更衣室） 
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10

gakusei1
楕円

gakusei1
引き出し線
駐車場はこちらをご利用ください。停められない場合は別の駐車場をご利用ください。

gakusei1
引き出し線
弓道会場

gakusei1
楕円


gakusei6
矢印



救急診療について

○豊田市○
豊田市では休日や夜間等に病気やケガをした場合、まず自家用車・タクシーなどで１次救急の医療
機関へ来院して、投薬・注射といった処置や応急手当を受けます。そこで、症状が重いと診断された
場合、２次救急の病院を紹介、または救急車で搬送されます。

１次救急

平日

内科系
外科系

午後７時～翌朝午前９時
（受付は終了３０分前まで）

豊田地域医療センター
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-34-3000

土曜日

内科系
午後２時～翌朝午前９時
（受付は終了３０分前まで）

豊田地域医療センター
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-34-3000

外科系
午後７時～翌朝午前９時
（受付は終了３０分前まで）

豊田地域医療センター
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-34-3000

日曜日・祝日（備考：午前9時までは上記の土曜日を参照）

内科系・小児科
午前９時～午後５時
（受付は午前９時～１１時３０分、
　午後１時～４時３０分）

豊田加茂医師会立休日救急内科診療所
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-32-7150

内科系・外科系
午後５時～翌朝午前９時
（受付は終了３０分前まで）

豊田地域医療センター
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-34-3000

外科系
６月２２日（日）
午前９時～午後５時
（受付は終了３０分前まで）

細野クリニック
　所在地：豊田市曙町2-21
　電話番号：0565-28-3665

歯科系
午前１０時～午後３時
（受付は終了３０分前まで）

豊田地域医療センター
　所在地：豊田市西山町３－３０－１
　電話番号：0565-34-3000

名鉄タクシー　　０５６５－３２－１５４１

コロモタクシー　０５６５－３２－１２４６
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個人情報及び肖像権に関する取り扱いについて 

 

第６３回東海地区国立高等専門学校体育大会 

 

大会参加に際して提供される個人情報は,本大会活動に利用するも

のとし,これ以外の目的に利用することはありません。 

大会出場者で,ホームページ,報道等に，個人名を公表してほしくな

い者は，学校を通じて大会事務局に申し出てください。事前に申し出

のない場合は，公表します。 
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